
52・子どもが育つ園庭 その３ 

原町幼稚園園長　鶴谷主一（静岡県沼津市） 

　今回は、園庭で子どもたちが乗り回す三輪車や二輪スケー
ター、四輪車など定番の“のりもの”に混じって、園庭にあると子
どもの発達に効果が期待されるし楽しい 
「ストライダー」と「トンカ」を紹介します。 
　どちらも20年以上前に、横浜にある川和保育園の当時園長だっ
た寺田信太郎先生に紹介いただいたものです。 

　寺田先生は子どものあそびに対する嗅覚がすばらしく、
園庭保育がNHKで特集されるほど、子どもが自ら育つ環境
や保育活動を実践されていました。 
◆動画の再生はYouTube→https://www.youtube.com/watch?v=gG3k0IGiChA 

　川和保育園の園庭を見てから自園に戻ると「なんて殺風

景な園庭だこと･･･😢」と思ったものです。 
（保育園は移転されて新園舎になっています） 

　川和保育園風の園庭づくりについては、専門家もいらっ
しゃって書籍にも紹介されていますので今回触れません
が、最近では子どもが「あそび込める」、自然を取り入れ
た設計の園庭を造っている園も増えており、川和保育園が先
駆けとしてモデルとなったことは間違いないと思います。原
町幼稚園ではそこまでの改築はしておらず、一般的な園庭を工夫して「子どもが育つ」園庭づくりをし
ています。 
 

園庭あそび 
『ストライダー』 
　寺田先生にはいろんなことを教えていただ
きました。ストライダーもその一つです。川
和保育園には、補助輪無しのマウンテンバイ
ク（ブレーキは手でなく足で逆回転させるタ
イプ）が最高峰の“のりもの”として君臨してお
り、目の前で年長児が後輪をドリフトさせて

57

前回に続いて、子どもが園庭での遊びを通
して育っている様子をお伝えします。 

動画も視聴してください 

ぶらんこたのしー！（年少児）

NHK2007年放送 
https://www.youtube.com/watch?v=gG3k0IGiChA 

「ドキドキ･ヒヤリで子どもは育つ」

連んで走るのが楽しいのよね

https://www.youtube.com/watch?v=gG3k0IGiChA


園庭のコーナーを曲がっていく様子を目を丸くしてみていたものです。 
年少～年中児には四輪バギーや三輪車も人気でした。 
 

　ある日、寺田先生が 
「ツルちゃん、すごくよく走る足蹴り自
転車があるんだよ、今から買いに行こ
う！」と誘ってくれて、車に乗って横浜
の元町の狭い通り沿いの小さい輸入雑貨
店に行きました。そこにはアメリカンの
いろんな雑貨に混じって「ストライ
ダー」が４台ほど置いてありました。輸
入元は『豆魚雷』と書いてあったのを覚
えています。２台買って帰ったのです
が、子どもたちは取り合いするようにス
トライダーにまたがり、颯爽と園庭を走
り回り、２台では物足りず、すぐに追加
購入しました。 

　その後、ストライダーは全国的にぐんぐん人気が出てきて、1998年にストライダージャパン社が設立
され、いまや本家ストライダーだけでなく、あちこちでランニングバイクを使った子どものレース大会
が開かれるまでに爆発的人気な乗り物になりました。（余談ですが、毎日ストライダーで園庭を走り
回っていた年長児が初めて出た大会で、たいした練習もせずに優勝しました(^^)） 

　こんなに人気の出た理由の一つ
に、自転車に乗り換えるときにス
ムーズに移行できるというのも親
がチョイスする一因だと思いま
す。 
そして三輪車には出せないスピー
ドと自転車より軽快な動き！これ
が自転車に乗る前の子どもたちを
魅了しているのだと思います。 
　園の備品として購入するのりも
のとしては「値段が安い！」これ
も魅力です。丈夫かどうかと言わ
れると、個人使用になっているものを何十人もが毎日毎日乗るわけですから、結構なスピードで消耗し
ます。そのためスペアタイヤやパーツの補充は欠かせません。（スペアパーツが充実しているのもあり
がたい！）耐久性は保育業者仕様三輪車の５分の１ぐらいでしょうか（値段は3分の1程度）、それでも
導入する効果は高いと思っており、現在は10台がひっきりなしに出動しています。 

　三輪車を卒業した子どもたち、３歳から６歳までの子どもたちがそれぞれ、サドルやハンドルの高さ
を変えて乗っています。はじめはヨチヨチ歩きのように歩いてるのか乗っているのかわからないほど足
をゆっくり動かして、慣れてくると勢いをつけて足を上げて走れるようになったり、坂を下ったり、前
傾して思いっきり足で蹴ってスピードを出せるようになります。 
　ルールは一つ「危険運転をしない！」危険運転は保育者たちが見ていて「危ないな」と思ったら注意
していくことで身につけていき、衝突事故などはほとんど起こりません。まれに制御できずにドアにぶ
つかったりしたときには「免許取り消し！」（実際に免許はない）と言われて乗ることを制限されま
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年齢の小さい子どもたちは車や三輪車



す。制限されるとイヤなので、子どもたちは気をつけて乗るという仕組みでまわっています。ちなみに
園内ではヘルメットは着用していません。 
（効果についてはストライダージャパンのHPを参照下さい。https://www.strider.jp/about/） 

 

『トンカ』 
　寺田先生が「これ見て！すごいでしょ！」といって見
せてくれたのは、倉庫にうずたかく積んであるトンカト
ラックの箱。30箱以上はあったでしょうか、「アメリ
カに住んでいる知り合いに船便で送ってもらったんだ、
よかったら譲るよ」というのです。その日は５台購入さ
せてもらってすぐに園庭に投入しました。 
 
　トンカとは、アメリカの玩具メーカーで、主に作業用
車（はたらく車）のオモチャをつくっており、ビンテー
ジものはコレクターに人気があるようですが、園では丈
夫なスチール製が重宝しています。というよりこのダン
プカーしか買ってません。 
https://www.basicfun.com/tonka/ 

　スチール製で丈夫なため、砂場あそびだけでなく走り
回って遊ぶのにも対応してくれています。動画を見て頂
ければ、運動玩具としても効果が高いことが分かるで
しょう。実際に押してみると、雑巾がけと同じくめちゃ
くちゃキツくてすぐにバテてしまいます。 
川和保育園では、当時運動会でお母さん方のトンカ競走
があって、大人がこれを押して走る姿はそれはそれは、
笑い転げるほどオモシロかったです。（スッ転ぶ人が続
出で、けっこう危険ではありますが(^_^;)それがオモシ
ロイ） 

　川和保育園の在庫もなくなり、追加で日本のおもちゃ
屋さんも探したのですが見つからず、個人輸入などもし
らべましたが、Amazonで注文できることが分かりまし
た。先生から譲って頂いたきの３倍ぐらいの値段になり
ましたが、輸入の手続きの面倒さを考えれば、こちらで
も仕方ないか、と仕入れることにしました。 
アメリカにお住まいの方がいれば、お願いして船便で
送ってもらえればいちばん安く購入できるでしょうね。 
Amazon→https://amzn.asia/d/3dqlSCX 

このダンプカー、ただのオモチャなれど、 
たいした働き者ですよ(^o^)/ 
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タイヤもボロボロになるまで････



 
動画が再生されないときはURLをブラウザーにコピーして下さい→https://youtu.be/YRwkdIWByqM 

《園庭はただの気晴らしの場所じゃない》
　園庭というのは、保育者のねらいや目標を設定した保育計画の外側にあって、子どもたちが自由
に遊びながら、周りの子どもとイレギュラーに関わったり、異年齢で関わったりしながら、それぞ
れ経験を重ねたり自分の思いを育む場所だなあ、と感じます。
　それだけに、園庭は重要な子どもたちの成長・発達の場だととらえ、固定遊具や道具、おもちゃ
や素材を配置して遊んでいる子どもたちの育ちを促す“ 仕掛け ” を保育者は考えて環境を整えること
が必要不可欠だと思います。

原町幼稚園　園長　鶴谷主一（62歳）　ＨＰ：http://www.haramachi-ki.ed.jp/ 

「幼稚園の現場から」ラインナップ 
第１号　エピソード（2010.06） 
第２号　園児募集の時期（2010.10） 
第３号　幼保一体化第（2010.12） 
第４号　障害児の入園について（2011.03） 
第５号　幼稚園の求活（2011.06） 
第６号　幼稚園の夏休み（2011.09） 
第７号　怪我の対応（2011.12） 
第８号　どうする保護者会？（2012.03） 
第９号　おやこんぼ（2012.06） 
第10号　これは、いじめ？（2012.09） 
第11号　イブニング保育（2012.12） 
第12号　ことばのカリキュラム（2013.03） 
第13号　日除けの作り方（2013.06） 
第14号　避難訓練（2013.09） 
第15号　子ども子育て支援新制度を考える 
第16号　教育実習について（2014.03） 
第17号　自由参観（2014.06） 
第18号　保護者アナログゲーム大会（2014.09） 
第19号　こんな誕生会はいかが？（2014.12） 
第20号　ＩＴと幼児教育（2015.03） 
第21号　楽しく運動能力アップ（2015.06） 
第22号　〔休載〕 
第23号　大量に焼き芋を焼く（2015.12）2019 
第24号　お話あそび会その１（発表会の意味） 
第25号　お話あそび会その２（取り組み実践） 
第26号　お話あそび会その３（保護者へ伝える） 
第27号　おもちゃのかえっこ（2016.12） 
第28号　月刊園便り「はらっぱ」（2017.03） 
第29号　石ころギャラリー（2017.06） 

第30号　幼稚園の音楽教育（その1・発表会）2017.09 
第31号　幼稚園の音楽教育 
 （その2・こどものうた）2017.12 
第32号　幼稚園の音楽教育 
 （その3・コード奏法）2018.03 
第33号　〔休載〕（2018.06） 
第34号　働き方改革・一つの指針（2018.09） 
第35号　働き方改革って難しい（201812） 
第36号　満3歳児保育について（2019.03） 
第37号　満3歳児保育・その２（2019.06） 
第38号　プールができなくなる！？（2019.09） 
第39号　跳び箱（2019.12） 
第40号　幼稚園にある便利な道具〈紙を切る〉
（2020.03） 
第41号　コロナ休園（2020.06） 
第42号　コロナ休園から再開へ（2020.09） 
第43号　ティーチャーチェンジ（2020.12） 
第44号　除菌あれこれやってみた（2021.03） 
第45号　マスクと表情（2021.06） 
第46号　感染予防と情報発信（2021.09） 
第47号　親子ソーラン節（2021.12） 
第48号　親子コンサート（2022.03） 
第49号　うんちでたー！（2022.06） 
第50号　子どもが育つ園庭・その1 木登りとブランコ 
（2022.09） 
第51号　子どもが育つ園庭・その2 砂場（2022.12） 
第52号　子どもが育つ園庭・その3 ストライダーと
Tonka（2023.03） 
▶気になる記事・ご感想質問等ありましたら気軽に連絡
ください。✉  office@haramachi-ki.jp
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https://youtu.be/YRwkdIWByqM
mailto:office@haramachi-ki.jp
https://www.youtube.com/watch?v=YRwkdIWByqM

